
山
で
開
か
れ
た
第
７
回
西
日
本
地

区
日
中
友
好
交
流
大
会
開
催
へ
の

取
り
組
み
、
国
内
外
の
友
好
団
体

と
の
交
流
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。加

え
て
、
内
山
完
造
翁
顕
彰
事

業
と
も
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
な
ど
、
数
多
く
の
取
り
組
み

が
進
ん
だ
。
報
告
は
説
明
通
り
了

承
さ
れ
た
。

引
き
続
き
新
年
度
の
事
業
計

画
、
活
動
計
算
書
な
ど
が
提
案
さ

定
期
総
会
は
午
前
９
時
半
か
ら

開
か
れ
、
土
井
会
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
松
井
三
平
専
務
理
事
が
令

和
６
年
度
の
事
業
報
告
、
活
動
計

算
書
な
ど
諸
報
告
を
説
明
し
た
。

事
業
報
告
で
は
、
青
少
年
交
流

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
中
国
の

青
少
年
招
請
や
県
内
の
高
大
学
生

の
中
国
派
遣
、
ま
た
、
初
め
て
岡

れ
、
こ
ち
ら
も
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

新
年
度
事
業
・
活
動
方
針
で
は
、

前
年
度
以
上
の
多
く
の
計
画
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

特
に
内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周

年
顕
彰
事
業
を
取
り
組
み
の
メ
イ

ン
に
据
え
「
中
国
の
墓
地
に
眠
る

内
山
完
造
先
生
が
生
涯
通
じ
て
実

践
し
た
〝
互
助
互
愛
〟
の
日
中
友

好
の
在
り
方
を
学
び
実
践
し
て
ま

い
り
た
い
」
と
強
い
意
欲
を
見
せ

て
い
る
。

重
点
目
標

0

0

0

0�

00

青
少
年
交
流
の
推
進

医
療
福
祉
交
流
促
進

重
点
目
標
と
し
て
は
①
戦
後
80

年
、
日
中
不
再
戦
を
誓
い
平
和
友

好
の
大
道
を
確
認
し
て
い
こ
う
②

内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周
年
記
念

活
動
を
実
施
し
、
内
山
精
神
を
高

ら
か
に
発
揚
し
よ
う
③
日
中
青
少

年
交
流
事
業
の
促
進
④
日
中
医
療

福
祉
交
流
の
促
進
⑤
財
政
の
健
全

化
と
会
員
拡
大
、
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
、
洛
陽
市
と
の
友
好

都
市
交
流
の
促
進
、
上
海
市
と
の

交
流
活
動
促
進
、
松
本
日
中
友
好

協
会
と
の
研
修
交
流
、
岡
山
県
中

国
留
学
生
学
友
会
と
の
交
流
な
ど

と
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。

役
員
改
選

0

0

0

0�

00

土
井
会
長
を
再
選

江
草
、加
瀬
氏
理
事
に

役
員
改
選
で
は
、
土
井
章
弘
会

長
を
再
選
、
新
た
に
理
事
に
、
江

草
明
彦
氏
（
社
会
福
祉
法
人
み
そ

の
児
童
福
祉
会
・
み
そ
の
理
事
長
）

と
加
瀬
珠
樹
氏
（
会
社
員
、
事
務

局
次
長
）
が
選
任
さ
れ
た
。

役
員
名
簿
は
別
表
（
２
面
）
の

通
り
。
任
期
は
２
年
。

新
春
互
礼
会

0

0

0

0

0�

00

各
界
か
ら
来
賓
諸
氏

永
劫
の
平
和
を
誓
う

新
春
互
礼
会
は
、
定
期
総
会
に

引
き
続
き
華
や
か
に
開
か
れ
た
。

協
会
会
員
を
中
心
に
、
国
会
議
員

や
岡
山
市
な
ど
行
政
関
係
者
、
そ

れ
に
中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
な
ど

各
方
面
か
ら
の
来
賓
諸
氏
総
勢
約

１
６
０
人
、
従
来
一
番
の
盛
り
上

が
り
と
な
っ
た
。

開
会
挨
拶
で
土
井
章
弘
会
長
は

「
今
年
は
郷
土
が
生
ん
だ
内
山
完

造
先
生
の
生
誕
１
４
０
年
に
当
た

る
年
。
内
山
先
生
が
生
涯
通
じ
て

実
践
し
た
〝
互
助
互
愛
〟
の
精
神

を
学
び
、
未
来
永
劫
の
平
和
に
向

け
て
の
友
好
を
誓
い
た
い
」
と
力

強
く
決
意
表
明
。

記
念
講
演
で
は
、
拓
殖
大
学
教

授
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
中
国
研

究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る

富
坂
聰
氏
が
「
米
中
対
立
で
の
中

国
の
選
択
」
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ

る
い
、
参
加
者
を
う
な
ら
せ
た
。

〝
互
助
互
愛
〞の
内
山
精
神
を
学
び
実
践
し
ょ
う 

  
国
内
外
の
友
好
団
体
と
の
友
好
交
流
を
促
進

　

認
定
Ｎ
Ｐ
О
法
人
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
（
土
井
章
弘
会
長
）
は
、
２
月
11
日
、
岡
山
市
北
区
駅
元

町
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
で
、
２
０
２
５
年
度
（
令
和
７
年
度
）
定
期
総
会
と
新
春

互
礼
会
を
開
い
た
。
総
会
で
は
今
年
が
戦
後
80
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
と
同
時
に
、
生
涯
を
日

中
友
好
活
動
に
さ
さ
げ
た
郷
土
出
身
の
内
山
完
造
翁
生
誕
１
４
０
周
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
会
員
一
同

決
意
を
新
た
に
し
た
。（
関
連
記
事
２
、
３
、
４
面
）
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日
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平
和
友
好
・
共
存
共
栄
の
大
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を

日
中
平
和
友
好
・
共
存
共
栄
の
大
道
を

戦
後
80
年
／
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山
完
造
翁
生
誕
140
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年
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山
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席
上
、
当
協
会
に
対
す
る
総
務

大
臣
表
彰
の
報
告
と
、
上
海
市
か

ら
白
玉
蘭
賞
、
洛
陽
市
か
ら
栄
誉

市
民
称
号
を
受
け
た
当
協
会
の
松

井
三
平
専
務
理
事
に
対
し
、
宮
本

光
研
副
会
長
か
ら
お
祝
い
と
ね
ぎ

ら
い
の
花
束
が
贈
ら
れ
二
胡
奏
者

の
田
川
さ
ん
に
よ
る
二
胡
の
祝
賀

演
奏
も
盛
り
上
げ
た
。
そ
し
て
恒

例
の
抽
選
会
も
あ
り
、
祝
賀
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
獅
子
舞
「
備

前
一
宮
桃
太
郎
獅
子
」
の
演
舞
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
「
日

中
友
好
の
う
た
」
を
日
本
語
と
中

国
語
で
大
合
唱
し
、幕
を
閉
じ
た
。

こ
の
作
詞
は
、宮
本
光
研
副
会
長
、

作
曲
は
松
原
徹
氏
。
当
日
の
歌
唱

指
導
は
松
原
氏
と
、
中
国
語
に
翻

訳
し
た
黎
暁
妮
岡
山
商
科
大
学
孔

子
学
院
長
で
し
た
。

各報告書の詳細及び各年度毎の推移等については
協会ホームページをご覧ください。

１　事業実施の重点目標
（１）
（２）
（３）
（４）
（５）

（１）特定非営利活動に係る事業

定款
の事
業名

事 業 内 容
実施
日時

実施場所
従事者
人数

受益対象
者の範囲及

び人数

支出
見込額
（千円）

◆洛陽牡丹文化祭参加、岡山市民訪問団の派遣 ４月 岡山市・洛陽市 5名
20名
一般

50

◆青少年教育交流の促進 通年 岡山市、洛陽市 2名 中学、高校 50

◆仏教文化・音楽交流・書道交流の促進 未定 岡山市・洛陽市 ２名 20名 50

◆その他各界各分野での交流 通年 岡山市・洛陽市 ２名 100名 0

◆内山完造生誕140周年事業
展示会、訪中、訪日、寄附金

未定
岡山県内及び上
海市内

10名
50名
一般

2,000

◆青少年教育交流の促進 未定
岡山県内、上海
市

2名 50名 50

◆友好交流事業、教育、医療、福祉交流 通年 天津市 3名
10名
一般

100

◆日中青年交流事業「STUDENT EXCHANGE」
支援（岡山県日中教育交流協議会）協力

通年
岡山県内学校・
上海市・洛陽市

2名 100名 0

◆日中友好新春互礼会及び講演会 2月11日 岡山市内 20名
会員一般
　200名

400

◆中国古今東西を語る会 年２回 岡山市内 10名
会員

一般150名
100

◆青年部活動の支援 随時 岡山市内 青年部
会員
一般

50

◆松本日中友好協会との研修交流会 10月 岡山市内 １０名
会員
一般

200

◆訪日交流インバウンド促進 随時 岡山市内 7名
会員
一般

97

◆中国駐大阪総領事館との連携強化・開催行事
への参加

通年 岡山県内・大阪 1名
役員

会員　15名
100

◆西日本地区日中友好交流大会への参加 7月 未定 20名
会員県内
一般　500

50

◆岡山県中国留学生学友会と交流 通年 岡山県内 3名
50名

留学生
50

◆在岡中国人法律相談サービス 通年 岡山県内 1名 中国人 0

◆会報「岡山と中国」発行 年３回～ 岡山市・県内 7名
300名
一般

500

◆ホームページ更新＆ＳＮＳ活用 随時 岡山・中国 1名 一般 100

◆中国語会話教室の運営 随時 協会事務所 3名
15名
一般

50

◆中国語研修会を開催 随時 市内 2名
10名
一般

50

◆岡山浪乗り会 通年 協会事務所 3名
30名
一般

0

◆中国語通訳翻訳サービス 通年 協会事務所 2名
5名
一般

200

◆洛陽緑化事業・後年報告業務 通年
洛陽市新安県・
伊川県

2名 洛陽市民 6,050

◆協会会員拡大・財政強化 通年 岡山県内 理事 市民・県民 50

②上海市との活動促進

戦後80年、日中不再戦を誓い、平和友好の大道を確認していこう
内山完造先生生誕140周年記念活動を実施し、内山精神を高らかに発揚しよう
日中青少年交流事業の促進
日中医療福祉交流の促進
財政の健全化と会員拡大

２　事業の実施に関する事項

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①洛陽市との友好都市交流活動促進

５．中国語の普及、留学生派遣

６．その他目的の達成に必要な事業

７．その他目的の達成に必要な事業

②天津市との活動促進

③岡山県下各都市と友好省・都市間交流支援

④日中友好交流団体との協力活動支援

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会等の開催及び協力

３．在日中国人との交流と支援

４．協会会報の発行等の広報活動

令和７年度　事 業 計 画 書
（令和7年1月1日から令和7年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

２
０
２
５
年
度（
令
和
７
年
度
）

２
０
２
５
年
度（
令
和
７
年
度
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
　役
員
一
覧
表

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
　役
員
一
覧
表

役 

職

氏　
　
　

名

所　
　
　
　
　

属

顧

問

伊
原
木　

隆　

太

岡
山
県
知
事

大

森

雅

夫

岡
山
市
長

那　

須　

保　

友

岡
山
大
学
学
長

相
談
役

片

山

浩

子

岡
山
外
語
学
院
理
事
長
〔
前
会
長
〕

会

長

土

井

章

弘

岡
山
旭
東
病
院
総
院
長

副
会
長

宮

本

光

研

長
泉
寺
名
誉
住
職

黒

住

昭

子

黒
住
教
婦
人
会
長

森

田　
　
　

潔

岡
山
大
学
名
誉
教
授

専
務
理
事

松

井

三

平

ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締
役

理

事

牛

田

和

子

広
報
委
員
会

荒

木

敏

雄

事
業
委
員
会

猪

木

正

実

内
山
完
造
研
究
会
代
表
幹
事
・
広
報
委
員
会

岡

﨑　
　
　

登

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
取
締
役

塚

村

淑

子

塚
村
造
園
土
木
取
締
役

岡

﨑

郁

子

元
吉
備
国
際
大
学
教
授

星

野

耕

平

会
社
員
・
青
年
部
代
表

横

溝

政

資

イ
タ
ヤ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
取
締
役
・
青
年
部

佐

藤

弘

一

備
前
法
律
事
務
所
所
長

江

草

明

彦
社
会
福
祉
法
人
み
そ
の
児
童
福
祉
会
・
み
そ
の
理
事
長

加

瀬

珠

樹

会
社
員
・
事
務
局
次
長

監　

事

高

渕

宣

雄

ビ
ジ
ョ
ン
経
営
研
究
所
所
長

室

賀

康

史

室
賀
ネ
ジ
機
工
代
表
取
締
役

参

与

逢

沢

一

郎

衆
議
院
議
員　

山

下

貴

司

衆
議
院
議
員

津

村

啓

介

衆
議
院
議
員

久

徳

大

輔

岡
山
県
議
会
議
長

田

口

裕

士

岡
山
市
議
会
議
長

松

田

安

義

岡
山
市
洛
陽
市
友
好
都
市
議
員
連
盟
会
長

松

田　
　
　

久

岡
山
市
国
際
交
流
協
議
会
会
長

竹

井

千

庫

岡
山
県
日
中
懇
話
会
会
長

鍵　

本　

芳　

明

岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会
会
長

漆

間

宣

隆

岡
山
県
宗
教
者
の
会
会
長

加　
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岡
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井
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荘
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島
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岡
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県
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済
団
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議
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長

髙

木

晶

悟

ト
マ
ト
銀
行
取
締
役
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長

物
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一

宏

Ｒ
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Ｋ
山
陽
放
送
代
表
取
締
役
社
長

土

井

雅

人

テ
レ
ビ
せ
と
う
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表
取
締
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会
長

※
顧
問
、
相
談
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及
び
参
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は
会
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の
委
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に
よ
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度
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業
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画
書
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春
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業
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新
春
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会

定
期
総
会
特
集

定
期
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特
集

（
１
面
よ
り
）

� 富坂　聡氏　� 富坂　聡氏　

宮本光研副会長から花束を受ける松井三平専務理事（右）宮本光研副会長から花束を受ける松井三平専務理事（右）

記念講演「米中対立での中国の選択」記念講演「米中対立での中国の選択」記念講演「米中対立での中国の選択」

� （第283号）（ 2 ）岡 山 と 中 国2 0 2 5 .   3 .   1 8



科目 合計
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
一般会員受取会費 900,000
賛助会員受取会費 1,320,000 2,220,000

２．受取寄附金
受取寄附金　　 2,000,000 2,000,000
施設等受入評価益

３．受取助成金等
6,357,000

受取補助金 100,000 6,457,000
４．事業収益

2,000,000
500,000 2,500,000

５．その他収益
受取利息 100
雑収益 39,900 40,000

10,997,000
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費
給料手当（事業費） 800,000
通勤費（事業費） 120,000
　人件費　計 920,000 920,000
その他経費
委託外注費（事業費） 300,000
諸謝金（事業費） 200,000
印刷製本費（事業費） 360,000
会議費（事業費） 200,000

500,000
100,000

消耗品費（事業費） 50,000
新聞図書費（事業費） 30,000
水道光熱（事業費） 120,000
地代家賃（事業費） 1,051,000

10,000
25,000

広告宣伝費（事業費） 50,000
諸会費（事業費） 20,000
リース料（事業費） 60,000
租税公課（事業費） 1,000
支払い助成金（2023年度緑化事業費） 6,050,000
支払手数料（事業費） 300,000
　その他経費　計 9,427,000 9,427,000

10,347,000
２．管理費

人件費
200,000
2,800

通勤費 45,000
人件費計 247,800 247,800
その他経費
委託外注費 50,000
印刷製本費 50,000
通信運搬費 50,000
消耗品　費 50,000
水道光熱費 20,000
地代家賃 116,000

30,000
リース料 1,000
租税　公課 1,000
支払手数料 10,000
　その他経費　計 378,000 378,000

625,800
10,972,800

当期経常増減額 24,200
Ⅲ 経常外収益 0
Ⅳ 経常外費用

0
当期正味財産増減費 24,200

　前期繰越正味財産額 7,615,969
　次期繰越正味財産額 7,640,169

受取助成金〔2023年度緑化事業費〕

特定非営利活動に係る事業(金額）

給料手当

自主事業収益
受託事業収益

　　経常収益　計

（１）

（２）

旅費交通費（事業費）
通信運搬費（事業費）

賃借料（事業費）
保険料（事業費）

　　　　 事業費　計

（１）

法定福利費

（２）

諸会費

　　　　管理費　計
　経常費用　計

経常外費用計

[税込]（単位：円）

令和７年度　活 動 予 算 書
（令和7年1月1日から令和7年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

２　事業の実施に関する事項

１　事業の成果

特定非営利活動に係る事業

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

◆松井専務理事、洛陽市栄誉市民 5月8日
洛 陽 市 （ 第 16 回
人代）

８名 洛陽市100名 25

◆河南省招聘青少年訪中団
5/20-
5/26

河南省 ２名 後楽館高校生10名 20

◆岡山市日中友好協会訪中団、洛陽訪
問

7月14日 洛陽市 ８名
50名（市政府・議会・友好
協会）

50

◆伊川県緑化調査専門家派遣 7月14日 洛陽市伊川県 ３名
洛陽市人民対外友好協
会、伊川県林業局２０名

25

◆岡山市立岡山後楽館高校研修旅行 7月30日 洛陽市・伊川県 ３名
第三高級中学30名、伊川
県林業局10名

59

◆洛陽市政府訪日団歓迎会参加 11月25日 洛陽市、新安県 10名 洛陽市政府１５名 0

②上海市との交流

◆日中教育交流促進　上海訪問 2月19日 上海市奉賢区 ８名
小、高、特別支援、60名。
県日中教育交流協議会

0

◆玉野市立荘内中学校と上海田園中学と
のオンライン交流会

2月28日
玉野市、上海市
閔行区

３名
県日中教育交流協議会、
荘内中学関係者、10名

0

◆中共一大記念館訪日団招聘交流 10月31日 ピュアリティまきび ５名 上海5名 50

◆上海市人民対外友好協会訪日団招聘 11月28日
岡山（プラザホテ
ル）、倉敷

６名 上海４名 20

◆上海岡山県人会100回記念会参加 11月29日 上海市虹口区 １名 上海80名 0

◆天津友好訪中団派遣〔法人理事就任〕 3月31日 天津市 4名 天津市、岡山市友好協会 13

◆天津市友好協会40周年祝賀メッセージ 11月10日 協会事務所 2名 天津市　50名 0

④山東省煙台市との交流

◆煙台南山学院シンポジウム参加 9/6-９/１０ 南山学院 1名 大学関係者、学生200名 0

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①友好都市・洛陽市との交流

③天津市との交流

2024年、アフターコロナの中、協会は友好都市・洛陽市との交流を軸として、上海市との交流を深めるとともに、
「Look at CHINA! Go to CHINA！」に呼応して、中国の青少年招聘事業に取組み、県下の高校生・大学生を
派遣した。そして、岡山で開催された「第7回西日本地区日中友好交流大会」を主催者の一員として全力で取り
組み、大きな成果を生むことが出来た。特に、一過性の大会に終わらせず次につながる交流事業として位置づ
け、多くの青少年や友好団体の参加を得ることが出来た。また、内山完造先生の顕彰事業として、研究会の設
立や上海市から訪日団を受入れ、来年の記念事業に向けた足掛かりを作ることが出来た。

令和６年度　事 業 報 告 書
（令和6年1月1日から令和6年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

◆上海市奉賢区教育交流団招聘協力 11月5日
矢掛町、美作市、
備前市、大阪

５名 上海１７名 54

◆県日中懇話会雲南オンラインツアー 12月14日 ピュアリティまきび ２名 県民、市民50名 20

◆2024STUDENT EXCHANGE 派遣協力
12/17-
12/20

上海市・奉賢区 ２名 ８名（教師２名中学生６名） 0

◆日中青少年交流促進団派遣協力
12/28-
12/31

上海市・閔行区 ２名 12名（教師4名中学生8名） 0

◆日中友好新春互礼会、孫崎亨先生講
演

2月23日
ANAクラウンプラ
ザホテル岡山

１５名 120名　会員・一般 920

◆内山完造研究会発足・初会合 6月1日 協会事務所 ２名 １３名 65

◆中国古今東西を語る会 7月13日
県国際交流セン
ター

５名 ３０名、会員・一般 55

◆大シルクロード展　後援 9/16- 県立美術館 ３名 開幕式 0

◆松本日中友好協会との交流会
10/12-13
日

松本市 8名 20名 65

◆西日本地区友好協会湖南省訪問団
11/4-
11/8

湖南省 1名 30名、西日本友好協会 55

◆中国国際友好都市大会in雲南
11/17-
11/21

雲南省 ２名 700名、世界友好都市 55

◆中国茶会 月1回 協会事務所 1名 会員 3

◆総領事館主催記念レセプション
1/18，
9/22

ホテルニューオー
タニ大阪

4名 参加者300名 20

◆第7回西日本日中友好交流大会 8月30日
ホテルグランヴィ
ア岡山

１０名 参加者700名 13

◆中国人留学生学友会との交流 通年
岡大・国際交流セ
ンター

4名 青年部・留学生80名 0

３．在日中国人との交流と支援

⑤日中友好団体との協力活動

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会等の開催及び協力

◆会報「岡山と中国」発行 年４回 岡山県内 ６名 会員・一般700名 380

◆ホームページ更新 通年 インターネット 1名 市民一般 0

◆岡山浪乗り会
毎 週 水 曜
日

協 会 事 務 所 ・
ZOOM

２名 5名～７名 13

◆中国語通訳・翻訳サービス 通年 協会事務所 ３名 一般 272

◆企業派遣中国語 4月-7月 派遣先 1名 一般 11

６．中国の環境保護、災害支援活動

◆第１期「日中植林植樹国際連帯事業」 1月-12月 洛陽市伊川県 ２名 洛陽市民700万人 13,381

10

４．協会会報の発行等の広報活動

５．中国語の普及、留学生派遣

７．その他目的達成に必要な事項

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

項目
【経常収益】
  【受取会費】
    一般会員受取会費 779,000 
    賛助会員受取会費 1,140,000 1,919,000 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 8,000 
  【受取助成金等】
    受取助成金 12,615,078 
  【事業収益】
    自主事業収益 1,744,965 
    受託事業収益 360,000 2,104,965 
  【その他収益】
    受取  利息 566 
    雑  収  益 8,000 8,566 
        経常収益  計 16,655,609 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      給料  手当(事業) 171,000 
      通  勤  費(事業) 5,180 
        人件費計 176,180 
    （その他経費）
      委託外注費(事業) 558,828 
      諸  謝  金(事業) 191,137 
      印刷製本費(事業) 354,645 
      会  議  費(事業) 952,813 
      旅費交通費(事業) 688,938 
      通信運搬費(事業) 109,751 
      消耗品  費(事業) 116,855 
      水道光熱費(事業) 107,042 
      地代  家賃(事業) 1,051,380 
      賃  借  料(事業) 10,000 
      保  険  料(事業) 24,640 
      諸  会  費(事業) 2,000 
      リ ー ス料(事業) 59,400 
      支払手数料(事業) 16,191 
      支払助成金(事業) 11,224,699 
      慶　弔　費(事業) 10,000 
        その他経費計 15,478,319 
          事業費  計 15,654,499 
  【管理費】
    （人件費）
      給料  手当 372,400 
      法定福利費 2,748 
      通  勤  費 48,100 
        人件費計 423,248 
    （その他経費）
      委託外注費 106,180 
      印刷製本費 48,407 
      通信運搬費 90,892 
      消耗品  費 27,283 
      水道光熱費 11,661 
      地代  家賃 116,820 
      諸  会  費 25,000 
      リース  料 6,600 
      租税  公課 600 
      支払手数料 15,942 
        その他経費計 449,385 
          管理費  計 872,633 
            経常費用  計 16,527,132 
              当期経常増減額 128,477 
【経常外収益】
    経常外収益  計 0 
【経常外費用】
    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 128,477 
          当期正味財産増減額 128,477 
          前期繰越正味財産額 7,487,492 
          次期繰越正味財産額 7,615,969 

金額

令和６年度　活 動 計 算 書
（令和6年1月1日から令和6年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

[税込]（単位：円）

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
令
和
７
年
度
活
動
予
算
書
　
　
　
令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
・
活
動
計
算
書

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
令
和
７
年
度
活
動
予
算
書
　
　
　
令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
・
活
動
計
算
書

定
期
総
会
特
集

定
期
総
会
特
集

岡 山 と 中 国（ 3 ）（第283号） � 2 0 2 5 .   3 .   1 8



　

池
田　

武
久　

氏
（
岡
山
市
）
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手
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や
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取
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新
聞
の
切
り
抜
き
、
寄
付

目
録
、
領
収
書
、
そ
し
て
直
筆
の

書
な
ど
を
残
し
て
い
る
▼
中
で
も

内
山
完
造
さ
ん
に
関
す
る
資
料
は

豊
富
で
当
時
の
岡
山
と
中
国
を
結

ぶ
交
流
の
舞
台
裏
が
詳
細
に
記
録

さ
れ
て
い
る
。
国
交
の
な
か
っ
た

時
代
、協
会
が
橋
渡
し
役
と
な
り
、

し
た
た
か
に
逞
し
く
様
々
な
交
流

を
成
し
遂
げ
成
果
を
収
め
て
い
く

様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も

岡
山
後
楽
園
に
中
国
か
ら
丹
頂
二

羽
を
寄
贈
い
た
だ
く
話
に
は
感
動

さ
せ
ら
れ
る
▼
こ
の
中
西
資
料
を

活
か
し
て
本
年
協
会
は
、
県
内
関

係
者
や
上
海
市
と
協
力
し
て
内
山

完
造
先
生
生
誕
１
４
０
周
年
事
業

に
取
り
組
む
。そ
の
テ
ー
マ
は『
歴

史
を
鑑
と
し
、
今
を
知
り
、
未
来

を
創
る
』
と
し
た
い
。
今
日
の
10

倍
も
１
０
０
倍
も
困
難
な
時
代
に

魯
迅
先
生
と
内
山
先
生
が
結
ん
だ

友
情
を
今
日
の
上
海
と
岡
山
、
日

本
と
中
国
の
交
流
発
展
に
つ
な

ぎ
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
岡
山
と

上
海
市
の
各
界
の
人
々
と
の
幅
広

い
市
民
交
流
へ
と
紡
い
で
い
き
た

い
。�

（
松
）

新
春
互
礼
会　

あ
れ
こ
れ

新
春
互
礼
会　

あ
れ
こ
れ

2025

方副総領事と作詞・作曲、歌唱指導のみなさん方副総領事と作詞・作曲、歌唱指導のみなさん
（前列中央が宮本光研さん）（前列中央が宮本光研さん）

在岡留学生 学友会のみなさん在岡留学生 学友会のみなさん

�

作
詞
・
宮
本
光
研

�

作
曲
・
松
原
　
徹

お
と
な
り
の
国
　
中
国
の

十
四
億
人
と
　
仲
良
く
し

友
誼
と
交
流
　
あ
つ
く
し
て

今
と
こ
れ
か
ら
　
生
き
て
い
く

日
中
友
好
　
永
遠
に
こ
そ

中
日
文
化
　
豊
か
な
り

こ
と
ば
と
心
　
交
わ
し
つ
つ

共
存
共
栄
　
図
り
て
ぞ

多
様
な
民
族
　
生
き
て
い
く

中
日
友
好
　
彩
々
に

岡
山
洛
陽
　
縁
結
び

両
市
の
発
展
　
進
む
な
り

黄
河
の
流
れ
　
瀬
戸
の
海

一
衣
帯
水
　
鐘
が
鳴
る

世
界
の
平
和
　
成
し
と
げ
む

世
界
の
平
和
　
成
し
と
げ
む

� DENSEN� DENSEN
� 「二胡」演奏� 「二胡」演奏

日
中
友
好
の
う
た

みんなで日中友好のうた！みんなで日中友好のうた！
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